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愛
知
工
業
大
学
は
二
〇
〇
五
年
の
愛
知
万
博
（
愛
・
地
球
博
）
に

協
賛
、
公
開
講
座
「
21

世
紀
・
万
博
大
学
」
を
開
講
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
「
科
学
と
人
間
」
「
技
術
と
人
間
」
「
環
境
と
人

間
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
科
学
技
術
と
人
間
の
関
わ
り
を
地
球
規
模

で
探
求
し
、
未
来
に
向
け
て
提
案
し
て
い
き
ま
す
。 

 

長
久
手
会
場
最
新
情
報 

㊨
「
会
場
模

型
」
㊥
「
工
事
が
進
む
会
場
周
辺
」
（
と
も
に

中
日
新
聞
提
供
）
㊧
「
会
場
イ
メ
ー
ジ
図
」

（
万
博
協
会
提
供
） 

 

大
学
内
に
設
け
ら
れ
た
「
万

博
対
策
室
会
議
」
（
座
長
・
後

藤
泰
之
学
長
代
理
）
の
構
想
に

よ
る
と
、
万
博
大
学
は
四
月
の

ス
タ
ー
ト
と
し
、
期
間
中
に
計

十
三
回
開
講
す
る
予
定
で
す
。

初
回
と
最
終
回
は
長
久
手
会
場

内
の
愛
知
県
パ
ビ
リ
オ
ン
、
十

一
回
は
豊
田
市
八
草
町
の
大
学

施
設
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
名
誉
学
長

に
は
豊
田
章
一
郎
・
日
本
博
覧

会
協
会
会
長
が
就
任
し
ま
す
。 

 

講
師
陣
と
し
て
既
に
、
梅
原

猛
氏
（
哲
学
者
）
を
は
じ
め
野

依
良
治
氏
（
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

受
賞
者
）
、
藤
本
義
一
氏
（
作

家
）
、
毛
利
衛
氏
（
宇
宙
飛
行

士
）
、
涌
井
雅
之
氏
（
博
覧
会

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
ら
の
顔
ぶ

れ
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

受
講
生
は
大
学
生
百
人
、
一

般
社
会
人
百
ー
二
百
人
。
講
座

は
愛
工
大
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

組
み
込
み
、
大
学
生
の
単
位
認

定
だ
け
で
な
く
、
単
位
互
換
授

業
と
し
て
他
大
学
に
も
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
て
行
き
ま
す
。 

花
火
テ
ー
マ
に
大
学
祭 

 

東
南
大
生
も
雰
囲
気
満
喫 

後藤学長代理に客座教授の称号 
愛工大 活発に姉妹校交流 東南大 

学生代表団は大学祭など楽しむ 

 

こ
と
し
も
、
姉
妹
校
の
東
南

大
学
（
中
国
・
南
京
市
）
と
活

発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

後
藤
泰
之
学
長
代
理
を
団
長

と
す
る
訪
中
代
表
団
は
十
月
八

日
か
ら
十
四
日
ま
で
滞
在
し
、

顧
冠
群
東
南
大
学
長
ら
と
今
後

の
交
流
計
画
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
席
上
、
後
藤
学
長

代
理
に
「
客
座
教
授
」
の
称
号

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
東
南
大
学
生
代
表
団

（
団
長
・
陳
鐳
副
教
授
）
の
十

二
人
は
十
月
十
七
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で
来
日
。
愛
工
大
祭
に

参
加
し
た
り
関
西
方
面
の
見
学

旅
行
を
楽
し
み
、
学
生
同
士
の

交
流
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

（
④
面
に
グ
ラ
フ
） 

 
 

 
 

㊤
後
藤
学
長
代
理
へ

の
客
座
教
授
授
与
式

㊦
本
部
棟
前
で
記
念

撮
影
す
る
東
南
大
学

生
代
表
団 

愛
知
万
博 

の
期
間
中 

豪
華
講
師
陣
・
単
位
互
換
も
検
討 

 

第
四
十
三
回
愛
知
工
業
大
学

祭
が
十
月
十
八
、
十
九
日
行
わ

れ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
広
場
を
中
心

に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
＝
写
真
。 

 

テ
ー
マ
の
「
花
火
」
に
は
、

仲
間
と
続
け
て
き
た
努
力
を
最

後
に
花
開
か
せ
る
と
の
願
い
を

込
め
た
そ
う
で
す
。
好
天
に
恵

ま
れ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

屋
台
、
ミ
ニ
動
物
園
な
ど
は
大

に
ぎ
わ
い
で
、
東
南
大
の
学
生

代
表
団
も
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
（
④
面
に
グ
ラ
フ
） 
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樋
口 

 

功
氏
（
ひ
ぐ
ち
・

い
さ
お
＝
大
学

基
礎
教
育
セ
ン

タ
ー
自
然
科
学

教
室
教
授
、
学

生
支
援
本
部
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
長
）
十
月
七
日
午
後
十
時

九
分
、
胃
が
ん
の
た
め
愛
知
県

瀬
戸
市
の
公
立
陶
生
病
院
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
六
十
一
歳
。

告
別
式
は
十
月
九
日
午
前
十
時

か
ら
、
春
日
井
市
東
神
明
町
の

平
安
会
館
春
日
井
東
斎
場
で
営

ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
長
男
・

貴
史
（
た
か
し
）
氏
。 

名
古
屋
東
部
に
「
あ
い
ち
・
な
ご
や
モ
ノ
づ
く
り
研
究
開
発
特
区
」 

国
の
整
備
事
業
継
続
が
決
ま
る 

 

新
産
業
、
新
事
業
創
出
の
た

め
、
「
名
古
屋
市
及
び
名
古
屋

東
部
丘
陵
地
域
」
を
拠
点
に
共

同
研
究
や
研
究
交
流
活
動
な
ど

を
活
発
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
、

愛
知
県
な
ど
が
内
閣
府
に
申
請

し
て
い
た
「
あ
い
ち
・

な
ご
や
モ
ノ
づ
く
り
研

究
開
発
特
区
」
が
八
月

二
十
九
日
付
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

愛

知

工

業

大
学

も

「
環

境
」
と
「
新

産

業

技
術
」
そ
れ
に
「
情
報

通
信
」
の
分
野
で
特
区

学術・研究のページ 

訂
正 

前
号
①
面
「
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
せ
と
」
の
記
事

中
、
「
パ
ル
テ
ィ
せ
と
」
が
地

下
一
階
建
て
と
あ
る
の
は
、
地

下
二
階
の
誤
り
で
し
た
。 

 

大
学
と
し
て
は
国
内
最
大
級

の
「
耐
震
実
験
セ
ン
タ
ー
」
を

核
に
し
た
愛
工
大
の
研
究
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
省
は
こ
の
ほ

ど
、
平
成
十
五
年
度
ハ
イ
テ

ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
の
継
続
分
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後

五
年
間
、
私
立
大
学
教
育
研
究

高
度
化
推
進
特
別
補
助
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

耐
震
実
験
セ
ン
タ
ー
は
平
成

十
年
、
土
木
工
学
科
・
青
木
徹

彦
教
授
を
中
心
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
各
種
構
造
物
の
耐

震
実
験
に
基
づ
く
機
能
限
界
耐

 

産
学
交
流
フ
ェ
ア
で 

 

研
究
の
成
果
を
披
露 

大
学
の
施
設
と
し
て
は
国
内
で
最
大
級 

を
誇
る
耐
震
実
験
セ
ン
タ
ー 

７つのブースが並ぶ「愛工大コーナー」 震
実
験
法
の
確
立
」
で
助
成
対

象
と
な
り
、
約
十
億
円
を
か
け

て
大
規
模
実
験
用
の
施
設
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
学
が
取
り
組
ん
で
い
る
最

先
端
の
研
究
成
果
を
展
示
紹
介

し
、
地
元
企
業
と
の
技
術
交
流

促
進
や
連
携
強
化
を
推
進
す
る

た
め
の
「
産
学
交
流
テ
ク
ノ
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
二
○
○
三
」
が
十

月
八
日
か
ら
三
日
間
、
名
古
屋

市
千
種
区
の
吹
上
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
＝
写
真
㊤
。 

 

本
学
か
ら
は
電
気
、
電
子
、

応
用
化
学
、
機
械
、
建
築
、
情

報
通
信
の
各
研
究
室
と
総
合
技

術
研
究
所
が
出
展
。
パ
ネ
ル
な

ど
を
使
い
、
分
か
り
や
す
く
研

究
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

耐
震
実
験 

セ
ン
タ
ー 

研究の中心となる総合技術研究所 

内
閣
府
認
定
を
受
け 

３
分
野
で
研
究
推
進 

愛工大 

に
参
加
、
研
究
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

特
区
へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ

る
と
、
①
外
国
人
研
究
者
受
け

入
れ
促
進
事
業
②
特
定
事
業
等

に
係
る
外
国
人
の
入
国
・
在
留

諸
申
請
優
先
処
理
事
業･

･
･

に

つ
い
て
便
宜
が
図
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
大
学
で
は
、
総
合
技

術
研
究
所
を
核
に
新
材
料
創
出

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め

ら
れ
て
い
る
「
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
」
事
業
に
絡
み
、
外
国

人
研
究
者
の
招
請
が
迅
速
化
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

11

月
10

日
に
愛
和
会
館
で 

東
海
工
学
教
育
協
会
大
会 

 

東
海
工
学
教
育
協
会
の
平
成

十
五
年
度
地
区
大
会
が
十
一
月

十
日
、
大
学
・
愛
和
会
館
講
堂

で
開
か
れ
ま
す
。 

 

午
後
一
時
か
ら
の
開
会
式
に

続
き
、
二
○
○
五
年
日
本
国
際

博
覧
会
協
会
会
長
の
豊
田
章
一

郎
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
取
締
役
名

誉
会
長
が
「
愛
・
地
球
博
と
科

学
技
術
（
も
の
つ
く
り
）
」
と

題
し
て
特
別
講
演
。
こ
の
後
、

「
技
術
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
に
お
け
る
産
学
の
連
携
」
を

テ
ー
マ
に
、
加
藤
厚
生
・
愛
工

大
工
学
部
長
の
司
会
で
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
す
。 

◇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報

告
会
＝
大
学
・
総
合
技
術
研
究

所
は
10

月
31

日
、
二
階
視
聴

覚
室
で
平
成
15

年
度
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
会
を

開
き
ま
す
。
発
表
者
は
北
川
一

敬
機
械
工
学
科
講
師
、
中
原
崇

文
機
械
工
学
科
教
授
、
平
野
正

典
応
用
化
学
科
助
教
授
、
酒
井

忠
雄
応
用
化
学
科
教
授
、
一
柳

勝
宏
電
気
工
学
科
教
授
。 
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分野 代表者 研究テーマなど 

研究 中野寛之・電気工学科助手 

光・電子デバイスへの応用を目的とした

フタロシアニン系有機非線形光学薄膜の

物性と形態に関する研究 

研究 高木 誠・機械工学科助教授 
ナノ組織材料の創製とそのマイクロトラ

イボロジーに関する研究 

海外 酒井忠雄・応用化学科教授 

2003年12月にベネズエラのメリダで開催

される第12回「流れを利用する分析手法

の開発に関する国際会議」で講演の予定 

海外 鈴木 晋・情報通信工学科助教授 
平成15年11月～平成16年９月に１、２週

間ヨーロッパかアメリカの学会に出席 

助成額 

70万円 

70万円 

30万円 

30万円 

共同研究者 

落合鎮康・電気工学科教授 

小嶋憲三・電気工学科教授 

大橋朝夫・電気工学科教授 

前田昭徳・電気工学科助教授 

岩田博之・電子工学科講師 

 

 

◇後藤すゞ子先生奨学金＝10月14日に高校普通

科２年生、16日に大学経営情報学科４年生（とも

に男子）に後藤淳理事長から交付されました。 

大幸財団 藤井助教授に学会等助成 

 財団法人大幸財団（永澤満理事長）は平成15年

度学会等開催助成として、藤井勝紀・基礎教育セ

ンター総合教育教室助教授に13万円の助成を決

めました。藤井助教授は、平成16年３月27日、28

日の２日間、愛工大で開催予定の日本発育発達

学会第２回大会の会長を務めることになってい

ます。 

日東財団 ４教員に総額200万円の助成 

 財団法人日東学術振興財団（加藤時夫理事長）

はこのほど、第20回（平成15年度）の助成者を決

定、愛知工業大学関係では研究・海外派遣の分野

で次の４教員が選ばれました。 

 対象となった研究代表者、共同研究者と研究

テーマ、助成金額などは下表の通りです。 

 

今
年
四
月
、
学
生
の
生
活
・

学
習
な
ど
を
支
援
す
る
「
学
生

支
援
本
部
」
が
大
学
に
創
設
さ

れ
、
１
号
館
一
階
に
設
け
ら
れ

た
「
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

核
に
補
講
や
生
活
相
談
、
個
別

学
習
相
談
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
約
半
年
間
の
利
用

状
況
な
ど
か
ら
、
学
生
対
応
の

窓
口
を
強
化
、
総
合
化
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
、
九
月
か
ら
一

歩
踏
み
込
ん
だ
新
し
い
組
織

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

新
組
織
の
特
徴
は
、
事
務
的

窓
口
の
教
学
部
、
就
職
支
援
窓

口
の
就
職
部
と
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
そ
し

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

講
座
な
ど
を
開
講
し
て
い
る

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

 

 
学
生
対
応
の
総
合
化
進
め
る 

 
 

大
学 

九
月
か
ら
支
援
本
部
を
改
組 

ー
を
す
べ
て
学
生
支
援
本
部
に

統
合
し
た
点
で
す
。
教
学
部
は

教
学
セ
ン
タ
ー
、
就
職
部
は
就

職
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更
さ
れ

ま
し
た
。 

 

窓
口
の
強
化
・
総
合
化
に
よ

っ
て
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
、
学

生
生
活
に
関
連
す
る
す
べ
て
の

サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
充
実
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

学習相談などをする学生支援センター 

主な人事（10月１日＝カッコ内は前職） 

【新規採用】 

 （大学）学生支援本部教学センター次長  永田 純作 

【昇格】 

（学園）総合企画本部企画広報・ホームページ室長（企画

広報・ＨＰ室副室長）           後藤 尚之 

（大学）学生支援本部教学センター教務課長（教務課課長

補佐）                    柴田 清司 

【異動】 

（学園）総合企画本部システム管理室課長（大学学生支援

本部教学センター教務課長）         山本 久雄 

【兼務解除】 

（学園）総合企画本部企画広報・ホームページ室長の兼務

を解く 総合企画本部長・学長代理      後藤 泰之 

（大学）学生支援本部教学センター次長の兼務を解く 

 事務局長・耐震実験センター事務室事務長 堀田 龍一 
【兼務】（10月８日） 

（大学）学生支援本部学習支援センター長  

         基礎教育センター教授 荒木  淳   
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㊨
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
ね
㊧

結
構
い
け
る
よ
こ
の
味 

㊤
こ
の
綿
菓
子
最
高
だ
よ
！
㊥
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
で
の
熱
い
戦
い
㊦
鉀
徳
館
を
フ
ァ
ン
が

埋
め
た
「G

O!
G
O!
7
18
8

」
コ
ン
サ
ー
ト 

客
座
教
授
章 

㊨㊤大学祭ではフリー

マーケットも見て回りま

した㊦学生交流会では自

慢のノドを披露 

㊧
ペ
ナ
ン
ト
を
交
換
す
る
稲
垣
愼

二
副
学
長
と
陳
団
長 

㊦にぎわう紅葉の本部棟前通

り㊨㊤初お目見えのミニ動物

園㊨㊦工科展の審査風景 

㊤東大寺を見学㊦産業技術

記念館で展示品に見入る 

㊤今後の交流計画について

話し合う両校代表㊧大礼堂

に掲げられた歓迎の横断幕 

㊤後藤学長代理に客座教授章を贈

る顧冠群学長㊦東南大の浦口キャ

ンパス㊨雑伎団の観劇 
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 第85回全国高校野球選手権記

念大会は８月７日に開幕し、愛工

大名電は第７日（８月13日）の２

回戦第２試合に登場して佐賀県

の鳥栖商業と対戦しました。愛知

県大会では強力打線を爆発させ

また名電ですが、甲子園では鳥栖

商のエース・重野倫基選手に散発

５安打に押さえ込まれ、１－２で

敗れました。 
 ※来春の選抜キップをかけた秋季

高校野球東海大会は11月１～９日、

三重県四日市市営霞ケ浦球場などで

開幕します。右が組み合わせ表（中日

スポーツ紙面から）。 

鳥 栖 商 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

愛工大名電 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 

２ 

１ 

㊨
東
海
勢
の
入
場
行
進
。
先
頭
が
愛
工
大
名
電
㊦
三
回
表

２
死
３
塁
、
鳥
栖
商
の
打
球
に
飛
び
つ
く
ラ
イ
ト
・
大
野

誠
選
手
。
落
球
し
て
２
塁
打
に
（
中
日
新
聞
提
供
） 

区間 距離 選手・学年 5000㍍ベスト 

１区 14.6㌔ 松田  康成③ 14分48秒６ 

２区 13.2㌔ 桐山  幸祐④ 14・28・８ 

３区 ９.5㌔ 吹田  雅人④ 14・43・４ 

４区 14.0㌔ 堀   貴博② 14・49・７ 

５区 11.6㌔ 本島  治宏③ 15・14・０ 

６区 12.3㌔ 牛山  純一② 14・48・45 

７区 11.9㌔ 羽根  啓介① 15・11・５ 

８区 19.7㌔ 蓮池 彰太郎③ 15・07・３ 

♪♪ 大畑小の児童30人を招待 ♪♪ 
11月５日に第23回愛工大駅伝大会 

  学生同士の親睦と学生・教職員の触れ合いを深める

第23回愛工大駅伝大会が11月５日(水)に開かれます。午

前９時15分から開会式があり､９時40分の「オープンコー

スの部」で幕を開けます。 

 第１本部棟前を発着点とし、「選手権の部」(１周約

3.5㌔を４人で４周する)､「オープンコースの部」(１周約

2.2㌔を４人で４周する)､「学科交流の部」(１周約2.2㌔
を飾り物などを持ってチームが５周する）などがありま

す。また、キャンパスに近い大畑小学校５～６年児童30
人を招待し､１周約1.1㌔のコースを３区間に分け､５チー

ムがリレー形式で２周する競技も行われます。 

 

秩
父
宮
賜
杯
第
三
十
五
回
全

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
が

十
一
月
二
日
、
名
古
屋
・
熱
田

神
宮
前
～
三
重
県
・
伊
勢
神
宮

内
宮
前
間
の
８
区
、
一
○
六
・

八
㌔
で
二
十
五
校
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
す
。 

 

愛
工
大
は
四
年
連
続
十
二
回

目
の
出
場
。
前
回
は
５
時
間
38

分
20

秒
で
18

位
で
し
た
が
、

 愛知大学野球秋季

リーグは９月６日に開

幕し、愛工大は名古屋

学院大と愛知学院大を連破して好調なスタートを切りまし

た。しかし、全勝同士の対決

となった９月27、28日の中京

大戦は、2-3、0-2 で痛い連

敗を喫し、そのあと持ち直し

て10月４、５日の中部大戦は

6-1、5-4と連勝して勝ち点を

３に伸ばしました。10月18日

からの愛知大戦では、初戦を 

 6-2 で勝ったものの、第２

戦は 0-7 で敗れ、中京大に 

31年ぶりの優勝を献上してしまいました。第３戦は 2-1 

で愛知大を下し、通算成績を８勝３敗、勝ち点４、勝率７

割２分７厘で２位となりました。 

名電 初戦で鳥栖商に惜敗 

ス
タ
ン
ド
か
ら
熱
い
応
援 

秋は８勝３敗で２位 
愛知大学野球の愛工大  

中京大との第１戦 ６回に２点をもぎ

取り、同点に追いつく粘りを見せる 

２
日
に
全
日
本
大
学
駅
伝 

 
 

タ
ス
キ
つ
な
い
で 

 
 

13

位
以
内
を
目
標 

初
め
て
「
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

こ
と
」
に
成
功
し
ま
し
た
。

今
回
も
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

過
去
最
高
の
13

位
以
内
を

目
指
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

下
表
の
通
り
で
す
。 

34

回
大
会
の
ス
タ
ー
ト
風
景 

第85回全国高校野球 
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部門 発表時間 学校名 テーマ 

 

 

自 

 

然 

 

科 

 

学 

10:00～ 愛知県立岡崎北高校 カラーまゆの実験 

10:17～ 愛知県立一宮工業高校 環境に優しい「柴漬け漁」の研究 

10:34～ 三重県立四日市中央工業高校 リサイクル活動の漸進 

10:51～ 暁高校（私立・三重） オオカマキリの日周活動～活動に及ぼす日射の影響について～ 

11:08～ 岐阜県立羽島高校 校内植栽樹木の開芽条件 

11:25～ 岐阜県立郡上高校 郡上郡大和町小間見川のオオサンショウウオ生息実態調査 

11:42～ 岐阜県立加茂高校 影の不思議～影が重なるとき何故伸びるか～ 

11:59～ 岐阜県立関高校 窒素酸化物が植物に及ぼす影響についての研究 

13:30～ 愛知県立春日井工業高校 ハイブリッドエネルギーシステムに関する研究 

13:47～ 愛知県立佐織工業高校 燃料電池を搭載した電気省エネカー（EV） 

14:04～ 愛知県立刈谷工業高校 段差を楽に乗り越える車イスの研究製作（段差車イス７号機） 

14:21～ 三重県立津工業高校 橋梁模型製作における構造強度とデザインの検討について 

14:38～ 愛工大名電高校(私立・愛知) モデルロケット全国大会へ向けての自作機の製作とその工夫 

14:55～ 岐阜県立多治見工業高校 マイクロロボットの制御～制御システムに関する諸研究～ 

15:12～ 愛知県立津島高校 IGNITION!! モデルロケットへのチャレンジ 

15:29～ 静岡県立浜松工業高校 レスキューロボット隊の開発～未来サンダーバードの苦悩と努力とその結果 

15:46～ 愛知県立岡崎高校 Super Ice Box（手動ポンプ式冷蔵庫）の製作 

 

 

も 

 

の 

 

づ 

 

く 

 

り  

 

学
園
創
立
90

周
年
を
記
念
し
、
東
海
四
県
の
高
校
生
を
対
象

に
制
定
さ
れ
た
「
Ａ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
大
賞
」
は
こ
と
し
二
回

目
を
迎
え
、
自
然
科
学
、
も
の
づ
く
り
両
部
門
あ
わ
せ
て
二
十

八
校
が
三
十
二
件
の
研
究
、
制
作
テ
ー
マ
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

し
た
。
慎
重
審
査
の
結
果
、
こ
の
中
か
ら
自
然
科
学
部
門
八

件
、
も
の
づ
く
り
部
門
九
件
の
計
十
七
件
が
入
賞
候
補
作
品
に

選
ば
れ
ま
し
た
（
下
表
）
。 

 

十
一
月
八
日
午
前
九
時
四
十
五
分
か
ら
、
愛
工
大
10

号
館
二

階
大
講
義
室
で
開
会
式
に
続
い
て
下
表
の
時
間
に
沿
っ
て
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
校
の
代
表
が
制
作
物
や
パ
ネ
ル
、

ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使
い
、
作
品
の
紹
介
、
苦
労
し
た
点
な
ど
に

つ
い
て
発
表
し
、
両
部
門
で
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
計

十
五
点
が
選
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
ン
ト
リ
ー
全
作
品
が
、
Ａ

Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
一
階
で
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
ま
す
。 

 

 

28
校
が
32
件
の
作
品
寄
せ
る 

 
 

11
月
８
日 

大
学
10
号
館
で
発
表
会    

右から優勝した鈴木敏矢君と稲森太

一君。２位の平野周治君（貴船小６

年）と平野祐治君（高針台中２年）

の兄弟チーム 

㊤
家
族
や
仲
間
な
ど
大
勢
の
声
援
を
受
け
、

コ
ー
ト
で
は
熱
い
戦
い
が
続
き
ま
し
た 

 

サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ

ト
を
組
み
立
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
二
人
一

組
で
対
戦
す
る
平
成

15

年
度
ロ
ボ
カ
ッ

プ
ジ
ュ
ニ
ア
愛
工
大

大
会
が
十
月
十
九

日
、
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ

三
階
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

小
学
五
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で
の

男
女
三
十
二
人
が
参
加
。
十
月

四
日
か
ら
組
み
立
て
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
、
自
主
練
習
を
こ
な

し
て
こ
の
日
の
本
戦
に
臨
み
、

稲
森
太
一
君
（
愛
工
大
附

中
一
年
）
と
鈴
木
敏
矢
君

（
桜
丘
中
一
年
）
の
ペ
ア

が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

昨
年
の
自
然
科
学
部
門
表
彰
式 

16組が熱戦繰り広げる 
 優勝は稲森・鈴木ペア 
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日程 会場 テーマ 講師 

９月13日 四日市都ホテル 信(神)頼性工学的生き方 中川覃夫・マーケティング情報学科教授 

９月20日 サンルート大阪 パソコンとうまくつきあう 石垣尚男・マーケティング情報学科教授 

９月27日 グランドホテル浜松 東海・南海巨大地震について  正木和明・土木工学科教授 

10月４日 岡山ロイヤルホテル 21世紀はインターネットの時代 近藤高司・経営情報学科教授 

10月11日 ホテル・イン金沢 宮本武蔵と技術者 森  豪・基礎教育センター教授 

参加 

80人 

12人 

73人 

39人 

62人 

８月30日 岐阜グランドホテル 人にやさしい住まい・街 建部謙治・建築学科教授 85人 

タイピング教室盛況 
 ACE 小４ら20人受講 

 

保
護
者
と
大
学
教
員
の
連
携
深
め
る 

 
 

フ
ォ
ー
ラ
ム 

六
会
場
で
三
百
五
十
人
余
参
加 

 

愛
工
大
生
の
主
な
出
身
地
区

（
愛
知
県
を
除
く
）
で
講
演
会

を
開
き
、
地
元
と
の
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
保
護
者
懇
談

会
も
セ
ッ
ト
に
し
て
大
学
教
員

と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
Ａ
Ｉ
Ｔ
オ
ー

プ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
今
年
も
八
月
末

か
ら
十
月
に
か
け
計
六
会
場
で

開
催
さ
れ
、
三
百
五
十
余
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

八
月
三
十
日
の
岐
阜
会
場
を

皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
、
締
め
く

く
り
は
十
月
十
一
日
の
金
沢
会

場
（
写
真
）
で
し
た
。
参
加
者

は
や
は
り
大
学
に
近
い
岐
阜
、

三
重
、
静
岡
県
が
多
く
、
石
川

県
も
六
十
人
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
別
講
演

内
容
な
ど
は
下
表
の
通
り
。 

 

愛
知
万
博
協
会
の
豊
田
章
一
郎
会
長
（
ト
ヨ
タ

自
動
車
取
締
名
誉
会
長
）
と
駐
日
中
国
大
使
館
の

張
立
国
・
参
事
官
兼
総
領
事
が
、
相
次
い
で
愛
知

県
豊
田
市
の
愛
知
工
業
大
学
を
訪
れ
ま
し
た
。 

㊤後藤淳学長の説明を聞く豊田会長

㊦未来工房で風力発電装置を見学 

 

◇
豊
田
章
一
郎
氏 

 

八
月
二
十
日
、
愛
知
万
博
関

連
施
設
工
事
で
協
力
関
係
に
あ

る
愛
工
大
に
謝
意
を
伝
え
る
た

め
来
学
し
ま
し
た
。 

 

後
藤
淳
学
長
か
ら
大
学
の
現

状
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
概
要
に
つ

 

◇
張
立
国
参
事
官 

 

十
月
十
一
日
、
愛
知
万
博
長

久
手
会
場
の
視
察
に
続
い
て
愛

工
大
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

後
藤
学
長
が
、
概
要
な
ど
と

㊤後藤淳学長の説明を聞く張参事官 

㊦耐震実験センターの大型装置を見学 

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
大
学

内
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
み
ら

い
工
房
で
は
、
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
で
文
字
表
示
も
出
来
る
風
力

発
電
装
置
を
見
学
し
ま
し
た
。 

合
わ
せ
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

部
が
万
博
会
場
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
後
、

大
学
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

耐
震
実
験
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国

内
最
大
級
の
実
験
装
置
を
興
味

深
そ
う
に
見
て
回
り
ま
し
た
。 

 

愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校

（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
の
地
域
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
や
保

護
者
、
一
般
社
会
人
を
対
象
に

し
た
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
タ
ッ

チ
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
会
」
が
九

月
か
ら
十
月
に
か
け
、
二
階
実

習
室
を
会
場
に
三
日
間
シ
リ
ー

ズ
で
開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。 

 

入
力
方
法
を
何
と
か
マ
ス

タ
ー
し
よ
う
と
、
小
学
四
ー
六

年
生
十
一
人
を
含
む
定
員
い
っ

ぱ
い
の
二
十
人
が
受
講
。
Ａ
Ｃ

Ｅ
の
教
員
が
講
師
に
な
り
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
配
置
や
ロ
ー
マ

字
入
力
の
ル
ー
ル
な
ど
、
ブ
ラ

イ
ン
ド
タ
ッ
チ
を
目
標
に
基
本

を
み
っ
ち
り
練
習
し
ま
し
た
。 



平成15年10月30日（８） 学 園 だ よ り 

 

Ｍ
Ｔ
車
を
Ａ
Ｔ
車
に
代
え
て

か
ら
、
つ
く
づ
く
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
▼
左
手
の
シ
フ
ト
操

作
が
不
要
に
な
り
、
坂
道
で

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
な
く
、
運

転
に
集
中
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
▼
で
も
、
街
を
走
っ
て

い
る
と
、
空
い
た
手
で
携
帯
電

話
を
か
け
、
窓
か
ら
た
ば
こ
の

吸
い
ガ
ラ
を
捨
て
て
い
る
人
を

よ
く
見
か
け
ま
す
▼
便
利
な
Ａ

Ｔ
車
が
増
え
れ
ば
、
マ
ナ
ー
違

反
も
増
え
る
。
こ
ん
な
モ
ラ
ル

の
低
下
に
は
、
た
だ
た
だ
情
け

無
く
な
る
ば
か
り
で
す
▼
こ
の

世
で
生
き
て
い
く
た
め
の
基
本

は
、
自
分
の
権
利
だ
け
で
な
く

他
人
の
人
権
も
守
り
、
人
間
と

し
て
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
▼

要
は
、
自
分
が
さ
れ
て
い
や
な

こ
と
は
人
に
せ
ず
、
人
に
し
て

ほ
し
い
と
思
う
こ
と
は
、
人
に

し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
▼
そ
し

て
も
う
一
つ
、
今
何
を
な
す
べ

き
か
、
自
分
と
し
て
や
ら
ね
ば

ら
な
ら
い
こ
と
は
何
か
を
見
極

め
る
こ
と
▼
車
を
運
転
し
な
が

ら
携
帯
電
話
を
か
け
て
い
て

は
、
と
っ
さ
の
危
険
回
避
が
出

来
な
い
し
、
車
の
ゴ
ミ
を
道
路

に
捨
て
る
な
ど
論
外
で
す
▼
職

場
で
も
同
じ
こ
と
。
今
や
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
先
に
延
ば

せ
ば
悔
い
が
残
り
ま
す
（
柳
） 

第117号 

 
 

財
団
法
人
日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
主
催
の
第
24

回
全

国
高
校
生
・
専
門
学
校
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
一
年
の
西
尾
啓
之
君
が
最
優
秀
賞
の
経
済
産
業

大
臣
表
彰
、
名
電
高
校
二
年
の
纐
纈
健
太
君
、
角
田
一
紘
君

が
入
賞
、
十
月
一
日
に
東
京
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

西
尾 

啓
之
君 

 
 

Ａ
Ｃ
Ｅ
情
報
工
学
科
一
年 

 

小
学
校
低
学
年
で
、
父
親
の

パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
い
た
と

い
う
西
尾
君
。
友
達
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
書
き
方
を
聞
か
れ
た
り

し
て
い
る
う
ち
、
人
に
教
え
る

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を

思
い
つ
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

目
標
は
来
年
の
大
会
で
も
入
賞

す
る
こ
と
。
卒
業
し
た
ら
、
社

会
に
通
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

つ
く
る
の
が
夢
だ
そ
う
で
す
。 

 

纐
纈 

健
太
君
㊨ 

 

角
田 

一
紘
君 
 
  

名
電
情
報
科
学
科
二
年 

 
 

小
学
生
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
始
め
、
中
学
生
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
書
い
た
纐
纈
君
。
高
校
で

纐
纈
君
と
知
り
合
い
、
パ
ソ
コ

ン
を
覚
え
た
角
田
君
。
積
極
的

な
纐
纈
君
と
理
論
的
な
角
田

君
。
コ
ン
ビ
は
「
自
分
た
ち
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
向
上
が
当
面

の
目
標
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

 

名
電
高
情
報
科
学
科 

 

一
～
二
年
生
八
人
が
、
平
成

15

年
度
全
国
高
校
Ｉ
Ｔ
・
簿
記

選
手
権
愛
知
県
大
会
の
Ｉ
Ｔ
部

門
新
人
戦
に
初
挑
戦
。
個
人
で

は
二
年
の
纐
纈
健
太
君
が
優

勝
、
上
位
三
人
の
得
点
合
計
で

競
う
団
体
の
部
で
も
優
勝
し
ま

し
た
。
全
国
順
位
も
団
体
３
位

の
好
成
績
で
、
石
川
聡
学
科
主

任
は
「
新
人
戦
は
一
回
だ
け
。

来
年
は
本
大
会
に
出
場
し
て
頑

張
り
ま
す
」
。 

 

名
電
高
吹
奏
楽
部 

 

十
月
十
二
日
、
中
部
九
県
と

名
古
屋
市
の
各
地
区
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
高
校
十
校
、
中
学
校

十
一
校
が
出
場
。
高
校
・
中
学

大
編
成
の
部
で
最
優
秀
の
文
部

科
学
大
臣
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し

た
＝
写
真
は
中
日
新
聞
提
供
。

最
優
秀
賞
は
第
42

回
大
会
以
来

通
算
21

回
目
の
受
賞
。
桐
田
正

章
顧
問
は
「
課
題
、
自
由
曲
と

も
思
い
通
り
の
演
奏
が
出
来
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

第
46

回
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
本
大
会
（
浜
松

市
）
の
「
高
校
・
中
学
大
編
成
の
部
」
と
、
「
情
報
通
信
と

簿
記
の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
第
23

回
全
国
高
校
Ｉ

Ｔ
・
簿
記
選
手
権
」
愛
知
県
大
会
の
新
人
戦
で
、
名
電
高
校

が
と
も
に
最
高
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

「
Ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
３
Ｄ
」
が
入
賞 

「
Ａ
Ｂ 

Ｃ
ａ
ｐ
」
が
最
優
秀
賞
に 

 

Ｉ
Ｔ
・
簿
記
の
愛
知
県
新
人
戦
で
優
勝 

「
高
校
・
中
学
大
編
成
の
部
」
で
最
優
秀 


